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よ
り
み
た
英
国
第
二
次
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選
挙
法
改
革
の
原
因

五
　
十
　
川
　
式
　
雄

【
要
約
】
　
第
一
次
選
挙
法
改
革
以
後
選
挙
権
拡
張
を
要
求
す
る
チ
ヤ
ー
テ
イ
ス
ト
の
運
動
に
は
消
長
が
あ
っ
た
が
一
八
六
〇
年
代
に
入
っ
」
て
再
び
改
草
運

動
は
再
燃
し
た
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
主
と
し
て
英
国
第
二
次
選
挙
法
改
細
4
五
を
社
会
経
済
上
よ
り
解
明
せ
ん
と
し
た
も
の
で
、
特
に
一
八
六
〇
年
以
後
一

八
六
七
年
に
至
る
間
の
英
国
に
お
け
る
諸
物
価
、
労
働
賃
金
及
び
失
業
事
情
を
統
計
に
よ
っ
て
実
証
し
、
都
市
に
お
け
る
労
働
階
級
の
政
権
獲
得
運
動
が

深
刻
な
経
済
不
況
と
生
活
の
惨
状
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
と
を
説
閉
し
、
更
に
こ
の
時
期
に
お
け
る
労
働
紐
合
に
よ
る
政
治
活
動
が
選
挙
法
改
革
の
大
き

な
原
動
力
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
労
働
階
級
が
選
挙
法
の
隠
蟹
を
実
現
せ
ん
と
し
た
こ
と
も
、
保
守
党
に
接
近
せ
ん
と
し
た
こ

と
も
、
総
て
労
働
者
の
社
会
経
済
上
の
地
位
の
向
上
を
図
ら
ん
と
す
る
手
段
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
一
方
機
を
見
る
に
鋭
敏
な
デ
イ
ズ
レ
；
リ
イ

が
労
働
階
級
の
う
ち
の
急
進
派
の
要
望
と
熱
烈
な
大
衆
の
改
革
要
求
を
察
知
し
て
、
過
去
の
伝
統
を
破
っ
て
最
も
革
新
的
な
改
草
案
の
実
現
に
成
功
し
た

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
二
巻
二
号
　
一
九
六
九
年
三
月

第
＝
草
　
第
一
次
選
挙
法
改
革
（
【
八
三
二
年
）
以
後

亙

【
八
六
〇
年
に
到
る
間
の
社
会
経
済
事
情
と

選
挙
法
改
革
運
動
の
概
観

　
英
国
で
は
第
一
次
選
挙
法
改
革
の
結
果
、
男
子
普
選
、
秘
密
投
票

制
は
共
に
見
送
り
と
な
り
、
立
候
補
者
に
対
す
る
財
産
条
件
も
撤
廃

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
富
裕
階
級
が
依
然
下
院
を
支
配
す
る
結
果
に

な
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
労
働
階
級
が
ホ
イ
ッ
グ
党
の
背
信
行
為
を
非

難
し
、
第
一
次
選
挙
法
改
革
の
結
果
に
強
い
不
満
を
も
ち
、
労
働
階

級
に
有
利
な
選
挙
法
改
革
を
要
求
す
る
に
至
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

勿
論
労
働
階
級
の
不
満
に
応
え
る
た
め
に
諸
種
の
社
会
立
法
が
実
現

さ
れ
、
一
八
三
一
二
年
夏
工
場
法
、
一
八
四
二
年
の
炭
坑
法
、
一
八
四
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四
年
の
婦
人
及
び
青
年
労
働
法
、
一
八
四
七
年
の
一
〇
時
間
労
働
法

等
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
等
の
立
法
に
よ
っ
て
社
会
問
題
は

根
本
的
に
解
決
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
一
八
三
四
年
の
新
救
貧
法
、
一
八

三
五
年
の
地
方
自
治
法
及
び
一
八
四
六
年
の
穀
物
法
廃
止
法
等
は
、

中
産
階
級
擁
護
の
た
め
労
働
階
級
を
犠
牲
に
し
た
悪
法
と
解
釈
さ
れ
、

そ
の
た
め
労
働
階
級
の
不
満
が
増
大
し
て
い
る
。
特
に
一
八
三
〇
年

代
に
入
っ
て
不
作
の
連
続
、
小
麦
価
格
の
騰
貴
、
新
救
貧
法
の
強
制

実
施
、
機
械
の
発
明
に
よ
る
手
工
業
へ
の
圧
迫
及
び
工
場
の
拡
大
に

よ
る
農
業
へ
の
圧
迫
等
に
よ
り
、
労
働
階
級
の
抗
議
は
激
烈
と
な
っ

て
い
る
。
労
働
階
級
は
人
民
憲
章
℃
①
○
豆
①
、
ω
O
げ
錠
審
同
六
ケ
条
を

作
成
し
て
男
子
普
選
、
人
口
に
比
例
す
る
議
員
の
選
出
、
年
次
議
会
、

下
院
議
員
の
資
格
に
関
す
る
財
産
資
格
の
撤
廃
、
秘
密
投
票
制
、
下

院
議
員
の
た
め
の
歳
費
の
支
弁
等
を
要
求
し
て
、
労
働
階
級
の
社
会
、

経
済
上
の
地
位
の
向
上
を
要
求
し
て
い
る
。
憲
章
党
運
動
慮
約
一
〇

年
間
連
続
し
た
が
、
彪
大
な
請
願
文
が
か
え
っ
て
大
衆
の
同
情
を
失

い
、
中
産
階
級
の
支
持
の
な
い
こ
と
や
、
一
八
五
〇
年
以
後
の
経
済

事
情
の
好
転
等
に
よ
っ
て
初
期
の
目
的
を
達
し
て
い
な
い
。
英
国
の

経
済
事
情
を
概
観
す
る
と
、
一
八
四
八
年
以
後
好
転
を
示
し
、
一
八

五
〇
年
代
に
入
る
と
貿
易
が
振
興
し
て
失
業
者
が
減
少
し
、
一
八
五

○
年
よ
り
六
五
年
の
間
に
輸
出
入
額
は
各
々
二
倍
な
い
し
三
倍
に
飛

躍
し
、
金
鉱
の
発
見
と
共
に
工
業
は
振
興
し
、
鉄
道
、
造
船
等
各
種

の
重
工
業
が
発
展
し
て
海
外
移
住
者
も
増
加
し
、
原
料
品
と
製
品
の

売
買
も
大
規
模
と
な
り
、
価
格
の
騰
貴
と
共
に
賃
金
も
上
昇
し
、
実

収
賃
金
も
増
潴
を
示
し
て
い
る
。
一
八
五
九
年
タ
イ
ム
ス
紙
は
労
働

力
の
需
要
の
高
ま
っ
た
事
情
を
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
過
表
一
〇
年
間
、
わ
が
国
ほ
ど
富
の
蓄
積
さ
れ
た
国
は
な
く
、
労
働

　
に
対
す
る
報
酬
が
資
本
の
収
益
以
上
に
増
加
し
た
こ
と
は
珍
し
い
。
有
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
な
職
人
は
あ
ら
ゆ
る
工
業
に
お
い
て
如
何
な
る
要
求
も
出
来
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
み
て
も
わ
か
る
ご
と
く
、
経
済
事
情
が
好

転
し
、
繁
栄
の
到
来
と
共
に
労
働
階
級
の
要
求
す
る
人
民
憲
章
も
軽

　
　
②

視
さ
れ
、
選
挙
法
改
革
運
動
は
異
な
っ
た
性
格
を
も
つ
に
到
っ
て
い

る
。
　
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
。
レ
ヴ
ュ
ー
豊
凶
口
び
弩
σ
q
げ
閑
①
≦
Φ
≦
は
労
働

階
級
の
選
挙
法
改
革
運
動
に
対
す
る
態
度
を
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い

る
。

　
「
過
去
三
〇
年
間
労
働
階
級
の
議
会
制
度
に
対
す
る
態
度
を
み
る
と
初

期
は
憲
章
党
運
動
花
や
か
な
時
で
、
実
を
結
ば
な
か
っ
た
時
期
で
あ
る
。

こ
の
時
期
は
商
工
業
不
況
の
時
代
で
労
賃
は
安
く
、
職
業
が
不
安
定
で
、

労
働
者
の
衣
食
任
の
問
題
が
重
視
せ
ら
れ
、
人
口
の
増
加
に
伴
な
う
生
活
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の
安
定
が
懸
念
さ
れ
た
時
で
あ
る
。
そ
の
後
時
代
の
進
展
ヒ
共
に
こ
の
問

　
題
は
蘇
決
さ
れ
、
金
鉱
山
の
発
見
、
工
業
停
発
展
、
商
業
政
策
の
成
功
に

　
よ
り
労
働
階
級
の
様
相
は
一
変
し
、
人
民
憲
章
六
ケ
条
に
代
る
労
働
者
の

　
福
音
が
思
い
が
け
な
く
も
他
の
面
か
ら
現
わ
れ
、
選
挙
権
獲
得
の
希
望
は

　
決
し
て
消
滅
は
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
性
格
は
か
つ
て
憲
章
党
の
要
求
し

　
た
も
の
と
は
異
な
る
も
の
と
な
っ
た
」

　
　
　
　
　
③

と
述
べ
て
い
る
。

第
二
章

第
二
次
選
挙
法
改
革
前
に
お
け
る
社
会
経
済

事
情
と
選
挙
法
改
革
運
動
の
関
連

　
第
一
節
　
一
八
六
〇
年
以
後
一
八
六
五
年
に
到
る
間
の
社
会
経
済
事
情

　
し
か
し
一
八
五
九
年
建
築
工
の
九
時
間
労
働
運
動
か
ら
始
ま
り
、

失
業
救
済
を
要
求
す
る
労
働
組
合
運
動
が
活
発
化
し
、
英
国
の
経
済

政
治
上
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
　
一
八
六
七
年
の
第
二
次
選
挙
法
改

革
の
大
き
な
原
動
力
を
な
し
て
い
る
。
労
働
組
合
活
動
が
活
発
化
し

た
大
き
な
原
因
は
㍉
労
働
賃
金
の
低
下
と
失
業
が
原
因
し
て
い
る
。
労

働
者
の
賃
金
事
情
を
ラ
ソ
カ
シ
ヤ
に
例
を
と
．
っ
て
み
る
場
合
、
一
八

六
〇
年
前
の
二
〇
年
間
に
労
働
賃
金
は
一
〇
％
な
い
し
一
五
％
し
か

　
　
　
　
　
　
④

上
昇
し
て
い
な
い
。
ヘ
ン
リ
・
ア
シ
ュ
ワ
ー
ス
寓
①
茸
ソ
、
レ
。
。
｝
多
δ
誌
び

　
　
　
　
　
⑤

の
説
に
よ
れ
ば
一
八
五
〇
年
に
お
け
る
紡
績
工
の
平
均
週
給
賃
金
を

一
九
シ
リ
ン
グ
と
す
れ
ば
、
五
九
年
に
は
二
五
シ
リ
ン
グ
と
な
っ
て

い
る
が
、
キ
ャ
ラ
コ
捺
染
工
、
印
刷
工
、
染
色
工
、
漂
白
工
の
賃
金

は
減
少
し
て
い
る
。
建
築
工
の
う
ち
錬
理
工
の
賃
金
は
四
九
年
以
後

一
〇
％
上
昇
し
、
石
材
工
は
七
％
、
左
孕
と
ペ
ソ
キ
エ
は
若
干
上
廻

っ
て
い
る
が
、
建
具
師
の
賃
金
は
上
昇
し
て
い
な
い
。
機
械
工
の
賃

金
は
三
九
年
以
後
六
・
五
％
か
ら
一
四
％
上
昇
し
、
ボ
イ
ラ
ー
工
は

五
〇
％
上
昇
し
て
い
る
が
、
他
の
部
門
で
は
一
五
％
も
減
少
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
。
　
チ
ャ
ド
ウ
イ
ィ
ヅ
ク
Ω
峯
α
三
〇
げ
の
説
に
よ
れ
ば
五
九
年
前

の
一
〇
年
間
、
ブ
リ
キ
エ
、
水
車
大
工
、
鋳
物
工
、
電
線
工
、
家
具

師
、
馬
車
製
造
工
、
印
刷
工
、
彫
刻
師
、
時
計
工
、
靴
製
造
工
、
製

紙
工
、
ガ
ラ
ス
エ
、
バ
ソ
焼
〃
、
仕
立
屋
、
桶
口
歴
、
車
大
工
、
ガ
ス
取

付
工
の
賃
金
は
減
少
し
て
い
る
。
ラ
ン
カ
シ
や
地
区
の
炭
坑
夫
の
賃

金
は
四
九
年
に
は
下
向
線
を
と
り
、
五
九
年
ま
で
に
回
復
し
て
、
三

九
年
と
同
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
失
業
者
数
の
割
合
を
み
る
と

G
・
H
・
ウ
ッ
ド
芝
。
＆
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
　
六
〇
年
に
は
一
．

六
％
、
六
一
年
に
は
四
・
二
八
％
、
六
二
年
に
は
七
・
八
一
％
、
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

三
年
に
は
五
・
七
四
％
、
六
八
年
に
は
八
・
五
一
％
に
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
一
八
六
〇
年
代
の
経
済
事
情
を
概
観
す
る
と
、
六
〇
年
代
の
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初
期
は
全
般
に
繁
栄
を
続
け
、
特
に
農
業
は
五
四
年
よ
り
六
五
年
に

か
け
て
繁
栄
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
，
六
〇
年
だ
け
は
例
外

的
に
不
況
で
あ
る
が
、
自
由
貿
易
に
よ
り
穀
物
が
輸
入
さ
れ
、
主
食

は
た
い
し
て
騰
貴
し
て
い
な
い
の
で
、
労
働
階
級
に
は
余
り
圧
迫
は

　
　
　
　
　
　
　
⑧

感
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
。
商
工
業
は
全
般
的
に
繁
栄
を
続
け
、
収
入
も

満
足
す
べ
き
状
態
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
次
に
六
〇
年
代
の
中
期
に

当
る
六
五
年
の
経
済
事
情
も
、
同
様
に
繁
，
栄
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
に
よ
り
立
証
さ
れ
る
。

　
各
種
工
業
は
活
気
を
示
し
、
特
に
米
国
の
南
北
戦
争
終
了
後
、
貿

易
は
振
興
し
て
労
働
者
の
賃
金
も
上
昇
し
、
農
産
物
の
収
穫
も
平
年

　
　
　
⑳

作
と
な
り
、
農
、
工
、
商
全
般
か
ら
み
て
国
力
は
発
展
の
途
上
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
注
意
す
べ
き
こ
と
は
国
全
体
と
し
て
は

繁
栄
し
て
い
る
が
、
鳴
動
階
級
の
み
が
ば
く
直
な
富
を
所
有
し
、
一

方
貧
民
階
級
は
極
め
て
困
窮
状
態
に
追
い
込
ま
れ
、
両
者
の
対
称
が

極
め
て
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
例
外
と
し
て
は
、
南
北
戦
争

中
、
原
料
不
足
の
た
め
綿
工
業
が
操
業
中
止
の
状
態
と
な
り
、
一
八

六
二
年
の
末
に
は
綿
工
業
地
帯
に
お
け
る
一
週
間
の
損
失
賃
金
の
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

額
は
一
六
八
、
O
O
O
ポ
ン
ド
に
及
び
、
一
八
六
工
年
一
二
月
に
は

一
週
間
に
ラ
ン
カ
シ
ヤ
い
鎗
岩
器
三
8
及
び
チ
エ
シ
ヤ
Ω
器
ω
ぼ
お

両
県
に
お
い
て
救
貧
同
盟
の
救
済
金
を
受
け
た
者
は
二
八
四
、
四
一

八
人
に
及
び
、
更
に
一
八
六
三
年
一
月
の
一
週
間
に
二
六
六
、
四
五

〇
人
と
な
り
、
同
年
九
月
の
～
週
間
に
一
五
五
、
一
六
三
人
に
達
し

　
　
⑫

て
い
る
。
し
か
し
政
府
は
救
済
策
と
し
て
工
場
経
営
者
に
安
い
利
息

で
国
債
を
貸
付
け
、
失
業
者
に
各
種
の
職
業
を
与
え
、
救
済
資
金
と

寄
付
金
に
よ
っ
て
失
業
考
を
救
い
、
一
方
労
働
者
も
不
況
を
政
府
の

み
の
責
任
と
考
え
ず
、
自
力
に
よ
る
解
決
策
を
考
え
た
の
で
、
経
済

事
情
は
急
速
度
に
回
復
に
向
っ
て
い
る
。
　
一
八
六
五
年
に
全
国
的
に

悪
質
の
家
畜
病
が
流
行
し
て
、
牛
肉
及
び
羊
肉
の
価
格
が
二
〇
％
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
し
二
五
％
上
昇
し
た
が
、
経
済
的
に
大
き
な
影
響
は
与
え
て
い
な

い
。

　
次
に
一
八
六
〇
年
代
前
半
期
の
賃
金
事
情
を
検
討
す
る
と
、
五
〇

年
に
お
け
る
貨
幣
賃
金
を
一
〇
〇
と
み
る
と
六
〇
年
に
は
一
一
四
、

六
二
年
に
は
一
一
六
、
六
三
年
に
は
一
一
七
、
六
四
年
に
は
＝
一
四
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

六
五
年
に
は
一
二
六
と
な
り
、
一
方
平
均
小
売
価
格
は
六
〇
年
を
一

一
一
と
す
る
と
六
一
年
に
は
一
一
四
、
六
四
年
に
は
一
〇
六
、
六
五

年
に
は
一
〇
七
と
な
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
労
働
者
の
実
際
賃
金
は
六

〇
年
に
は
九
九
、
六
一
年
に
は
九
七
、
六
二
年
に
は
一
〇
〇
、
六

三
年
に
は
一
〇
四
、
六
四
年
及
び
六
五
年
に
は
二
〇
と
な
っ
て
い
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る
。　

第
二
節
　
一
八
六
六
年
及
び
一
八
六
七
年
に
お
け
る
社
会
経
済
事
情

　
一
八
六
六
年
及
び
一
八
六
七
年
の
経
済
事
情
を
一
八
六
〇
年
代
の

前
半
期
と
比
較
す
る
と
農
産
物
は
不
作
で
あ
り
、
物
価
は
騰
貴
し
、

労
働
の
需
要
は
少
く
、
■
貧
民
階
級
は
相
当
困
窮
状
態
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
六
七
年
の
農
産
物
の
収
穫
も
平
均
以
下
で
あ
る
た
め
多
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
穀
物
を
輸
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
小
麦
の
価
格
は
騰
貴
し
、
六
三

年
に
お
け
る
小
菱
一
ク
．
オ
ー
タ
の
価
格
を
四
四
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス

と
す
る
と
、
六
四
年
は
四
〇
シ
リ
ン
グ
ニ
ペ
ソ
ス
、
六
五
年
に
は
四

一
シ
リ
ン
グ
一
〇
ペ
ン
ス
、
六
六
年
の
始
め
に
は
四
九
シ
リ
ン
グ
一

一
ペ
ン
ス
と
な
り
、
一
二
月
末
に
は
六
〇
シ
リ
ン
グ
に
暴
騰
し
、
六

七
年
五
月
に
は
六
五
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
と
な
り
、
六
六
年
七
月
以

後
の
価
格
は
六
三
年
よ
り
六
五
年
に
到
る
三
ケ
年
間
の
平
均
価
格
の

六
〇
％
な
い
し
八
○
％
の
高
値
と
な
っ
て
い
る
。
エ
コ
ノ
ミ
ト
紙
に

よ
れ
ば
、
　
コ
八
六
六
年
と
一
八
六
七
年
の
不
況
の
事
情
は
こ
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

食
の
騰
貴
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
立
証
さ
れ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
一

八
六
六
年
二
月
に
は
株
式
取
引
所
の
整
理
が
行
わ
れ
、
五
月
に
は
英

蘭
銀
行
の
利
率
が
九
％
騰
貴
し
、
続
い
て
世
界
的
に
有
名
な
オ
；
ヴ

㎡
！
エ
ン
ド
・
ガ
ー
ニ
イ
○
く
。
お
邑
O
o
；
。
k
有
限
会
社
が
倒
産
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

大
混
乱
が
起
っ
て
い
る
。
政
府
は
銀
行
法
の
一
時
中
止
を
必
要
と
考

え
、
英
蘭
銀
行
は
一
八
四
四
年
半
法
律
に
従
い
一
定
額
以
上
の
銀
行

券
の
発
行
を
停
止
し
、
恐
慌
の
余
波
は
数
ケ
月
間
続
き
、
数
個
の
銀

　
　
　
　
　
　
　
⑲

行
が
倒
産
し
て
い
る
。
英
蘭
銀
行
は
約
一
〇
％
の
利
率
の
割
引
を
行

い
、
そ
の
後
添
肉
に
割
引
を
減
少
し
て
四
％
ま
で
下
げ
た
が
、
鉄
道

そ
の
他
の
投
資
株
の
値
は
上
昇
し
て
い
な
い
。
特
に
銀
行
法
の
停
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
よ
り
対
外
信
用
が
失
墜
し
、
英
国
の
金
融
事
情
は
容
易
に
健
全
な

状
態
に
回
復
し
て
い
な
い
。

　
同
年
八
月
一
〇
日
の
停
会
式
に
お
い
て
女
王
は
英
国
の
貨
幣
経
済

の
不
安
定
を
強
調
し
て
お
り
、
タ
イ
ム
ス
紙
も
一
〇
月
中
は
楽
観
論

を
主
張
し
て
い
る
が
、
一
一
月
の
後
半
に
は
経
済
事
情
の
悪
化
を
訴

　
　
　
⑳

え
て
い
る
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
金
属
工
業
、
ヨ
ー
ク
シ
ヤ
の
織
物
業
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
亜
麻
製
造
業
、
西
部
の
鉱
業
等
全
般
的
に
不
況

状
態
に
陥
り
、
銀
行
は
投
資
を
渋
り
、
株
券
は
手
持
品
の
み
蓄
積
さ

れ
、
貿
易
及
び
投
資
は
停
頓
し
て
い
る
。
経
済
事
情
は
一
八
六
七
年

中
同
じ
傾
向
が
続
き
、
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ジ
ス
タ
》
昌
蒙
9
閃
Φ
σ
q
一
ω
汁
9

は
「
商
業
及
び
金
融
事
情
は
悪
化
し
、
貧
困
家
族
は
数
千
人
に
及
ん

で
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
貿
易
事
情
を
み
る
と
、
一
八
六
六
年
の
後

期
よ
り
六
七
年
の
初
期
に
か
け
て
取
引
量
は
増
加
の
傾
向
を
示
し
た
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社会経済上よりみた英国第二次選挙法改革の原因（五十川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

が
、
増
加
率
は
前
年
度
よ
り
少
く
な
り
、
六
七
年
に
入
っ
て
事
情
は

好
転
し
て
い
な
い
。
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
統
計
に
よ
る
と
、
六
六
年
の

上
半
期
の
綿
工
業
は
原
料
の
高
値
と
需
要
の
減
少
の
た
め
に
不
振
に

陥
り
、
一
八
六
七
年
に
入
っ
て
短
時
間
操
業
制
を
と
っ
て
需
給
の
調

節
を
は
か
っ
て
お
り
、
貿
易
は
輸
出
入
共
に
不
振
状
態
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
綿
工
業
に
次
い
で
鉄
工
業
も
不
況
に
な
や
み
、
六
六
年
に
は
需
要

の
減
少
の
た
め
に
価
格
が
下
落
し
、
生
産
が
停
頓
し
、
国
内
需
要
の

不
安
定
、
経
済
恐
慌
、
鉄
道
会
社
そ
の
他
の
重
要
会
社
の
没
落
に
よ

り
、
経
済
事
情
は
全
般
的
に
悪
化
し
、
更
に
六
七
年
に
入
っ
て
鉄
鉱

貿
易
が
不
況
に
陥
り
、
前
半
期
に
は
諸
物
価
も
下
向
を
辿
っ
て
い
る
。

六
六
年
リ
ン
ネ
ル
貿
易
は
最
悪
の
状
態
に
陥
り
、
更
に
六
七
年
に
入
r

っ
て
不
況
が
連
続
し
て
い
る
。
六
七
年
中
、
化
学
製
品
、
羊
毛
製
品

等
の
貿
易
も
停
頓
状
態
に
あ
る
。
そ
の
他
経
済
事
情
の
悪
条
件
と
し

て
は
家
畜
病
が
流
行
し
て
農
村
は
打
撃
を
う
け
、
　
そ
の
損
失
は
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一二

A
五
〇
〇
、
○
○
○
ポ
ン
ド
と
推
定
さ
れ
る
。
更
に
普
懊
戦
争
の

た
め
欧
州
の
経
済
事
情
が
混
乱
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
フ
ェ
ニ
ア
ン

司
9
㌶
霧
の
活
動
が
活
発
化
し
た
た
め
、
人
身
保
護
律
が
中
止
に
な

　
　
　
㊧

っ
て
い
る
。
六
六
年
七
月
ロ
ン
ド
ン
タ
イ
ム
ス
紙
掲
載
の
、
ラ
ン
カ

シ
ヤ
に
お
け
る
労
働
者
の
生
活
事
情
に
関
す
る
資
料
に
よ
れ
ば

　
「
七
人
の
警
察
官
が
共
同
生
活
を
し
て
週
末
毎
に
各
自
の
生
活
費
を
支

払
う
こ
と
と
し
、
消
費
物
と
各
品
目
の
価
格
に
つ
き
正
確
に
記
録
を
っ
け
、

各
週
毎
に
そ
の
比
較
表
を
作
成
し
た
結
果
、
一
八
六
三
年
七
月
の
第
七
週

は
七
シ
リ
ン
グ
八
ブ
ン
ス
、
一
八
六
四
年
七
月
の
第
一
週
は
七
シ
リ
ン
グ

一
一
ペ
ン
ス
、
一
八
六
三
年
七
月
の
第
一
週
は
八
シ
リ
ン
グ
五
ペ
ン
ス
、

一
八
六
六
年
の
七
月
の
第
一
週
は
九
シ
リ
ン
グ
五
ペ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
。

労
働
賃
金
は
五
パ
ー
セ
ン
ゼ
か
ら
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
が
諸

物
価
が
平
行
し
て
騰
貴
し
て
い
る
の
で
、
一
八
六
六
年
七
月
の
労
働
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酋

生
活
は
一
八
六
三
年
に
比
し
て
楽
で
は
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
。
　
一
八
八
九
年
の
議
会
の
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
家
具
9

師
の
生
活
費
は
六
五
年
に
は
週
に
一
ポ
ン
ド
四
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス

で
あ
り
、
六
六
年
に
は
一
ポ
ン
ド
七
シ
リ
ン
グ
と
な
り
、
六
七
年
に

は
一
ポ
ン
ド
一
一
シ
リ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
主
食
を
始
め

牛
肉
、
ビ
ー
ル
の
価
格
が
騰
貴
し
た
た
め
で
あ
る
。
六
五
年
に
は
四

ポ
ン
ギ
の
パ
ン
の
価
格
は
五
・
五
ペ
ン
ス
で
あ
り
、
六
六
年
に
は
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ペ
ン
ス
と
な
り
、
六
七
年
に
は
八
ペ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
T
・
B
・
ブ
ヲ
ッ
セ
ィ
し
d
夷
鴇
①
団
は
各
種
の
型
物
の
小
売
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磐

を
次
の
表
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
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0

0

0
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9
臼
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8薄
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0＄00800

1列・00ユチ600

1袋入の麦粒

1ポンドのチーズ

1ポンドのバタ

1ポンドのベイコン

ユポソドの茶

1ポンドのコーヒ

1ポンドの砂糖

1ポソF“のろうそく

1ポンドの石鹸

1ポンドの牛肉

1ポンドの羊肉

1ポンドのパン

　
以
上
の
表
に
よ
り
物
価
は
一
八
六
四
年
以
後
追
年
上
昇
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
賃
金
事
情
を
み
る
と
、
ボ
ー
レ
イ
跨
．
轡
．
じ
ご
。
≦
冨
図
と
ウ
ッ

ド
Ω
・
瓢
．
タ
δ
o
畠
が
統
計
協
会
の
定
期
雑
誌
甘
地
毎
鍮
O
h
島
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

QQ

R
江
。
，
江
。
巴
O
Q
o
g
o
芝
の
中
に
発
表
し
て
い
る
統
計
に
よ
る
と
、
一

八
六
六
年
の
賃
金
事
悟
は
六
五
年
及
び
六
七
年
に
比
較
す
れ
ば
若
干

良
好
で
あ
る
。
し
か
し
六
六
年
の
一
期
間
は
賃
金
事
情
は
好
転
し
て

い
る
が
、
六
七
年
に
は
悪
化
し
て
い
る
。
　
八
八
六
年
の
労
働
賃
金

を
一
〇
〇
と
す
る
と
六
五
年
、
六
六
年
、
六
七
年
の
賃
金
は
三
次
八

七
、
八
八
、
八
七
と
な
る
。
鋳
型
工
の
賃
金
は
各
ん
二
五
二
、
一
五

八
、
一
五
五
と
な
り
、
鋳
物
工
の
賃
金
は
一
六
六
、
一
六
六
、
一
六

六
と
な
り
、
機
械
工
は
＝
八
、
一
二
二
、
一
二
一
、
造
船
工
は
一

七
三
、
　
一
七
八
、
　
一
六
二
と
な
る
。
こ
の
三
ケ
年
の
綿
工
業
の
平
均

賃
金
は
週
給
各
々
一
四
四
ペ
ン
ス
、
一
五
七
ペ
ン
ス
、
一
五
八
ペ
ン

ス
と
な
り
、
大
工
と
建
具
師
の
賃
金
は
各
々
二
四
シ
リ
ン
グ
、
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

シ
リ
ン
グ
、
二
．
六
シ
リ
ン
グ
と
な
る
。
ス
コ
ッ
チ
酒
の
醸
造
業
者
の

日
当
は
各
々
四
シ
リ
ン
ダ
ー
ペ
ン
ス
、
、
四
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

シ
リ
ン
グ
％
ペ
ン
ス
と
な
る
。
ロ
ソ
ド
ソ
に
お
け
る
植
字
工
の
週
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
各
々
三
三
シ
リ
ン
グ
、
三
六
弘
リ
ン
グ
、
三
六
シ
リ
ン
グ
と
な
る
。
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労
働
者
が
主
食
の
み
に
よ
る
場
合
は
六
六
年
及
び
六
七
年
の
賃
金
事

情
は
一
層
悪
く
な
る
。

　
フ
ォ
ー
ト
ナ
イ
ト
リ
・
レ
ヴ
ュ
ー
団
○
同
質
出
σ
q
げ
菖
《
閑
9
、
δ
託
に
よ

れ
ば

　
　
二
八
六
六
年
に
入
っ
て
見
通
し
は
明
る
く
、
大
衆
は
比
較
酌
満
足
な

　
状
態
に
あ
り
、
賃
金
は
上
昇
し
、
労
資
の
関
係
は
よ
く
、
国
全
体
か
ら
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁

　
て
不
況
の
状
態
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
改
革
運
動
も
下
火
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
タ
イ
ム
ス
に
よ
れ
ば
「
賃
金
は
上
昇
し
、
ロ
ソ
ド

ソ
の
大
工
や
建
具
師
は
正
規
の
賃
金
に
加
え
る
に
一
時
間
半
ペ
ニ
ィ

か
ら
八
ペ
ン
ス
の
割
増
金
を
獲
得
し
、
北
部
及
び
東
部
ラ
ソ
カ
シ
ヤ

で
は
高
級
の
熟
練
工
か
ら
洗
濯
婦
に
到
る
ま
で
賃
金
の
増
額
を
要
求

し
・
あ
る
程
度
の
晶
蓬
し
て
い
恥
プ
レ
ス
ト
ソ
で
織
物
工

の
賃
金
は
一
〇
％
増
額
さ
れ
、
紡
績
工
か
ら
番
人
に
到
る
ま
で
報
償

金
が
与
え
ら
れ
、
印
鋼
工
は
毎
週
ニ
シ
リ
ン
グ
か
ら
五
シ
リ
ン
グ
に

到
る
割
増
金
を
受
取
り
、
そ
の
他
靴
製
造
工
、
石
材
工
、
石
板
工
等

も
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
り
賃
金
の
増
額
を
獲
得
し
、
全
般
か
ら
み
て
労

働
者
は
満
足
す
べ
き
状
態
に
あ
る
の
で
、
改
革
運
動
を
行
う
気
力
は

な
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
一
八
六
六
年
上
半
期
の
上
昇
傾
向
に

比
し
て
下
半
期
は
下
降
の
方
向
を
と
っ
て
い
る
。

　
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
よ
る
と
「
大
き
な
貿
易
業
に
お
い
て
賃
金
は
一

〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
工
○
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
、
鉄
貿
易
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

は
最
も
顕
著
な
減
少
を
示
し
て
い
る
」
と
発
表
し
て
い
る
。
北
部
及

び
中
部
地
区
に
お
け
る
鉄
工
場
の
労
働
者
は
七
月
か
ら
一
一
月
に
か

け
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
り
、
労
働
老
側
の
敗
北
に
終
っ
て
い
る
。
資

本
家
側
が
弱
腰
で
あ
る
時
代
に
は
賃
金
は
上
昇
す
る
が
、
形
勢
が
逆

転
し
て
労
働
者
側
が
弱
腰
と
な
り
、
建
設
業
界
に
お
い
て
も
労
働
に

対
す
る
需
要
は
減
少
し
、
失
業
者
が
増
加
し
て
い
る
。
一
八
六
七
年

一
月
ま
で
に
北
部
及
び
東
部
ラ
ン
カ
シ
ヤ
の
工
場
操
業
者
は
賃
金
の

下
落
に
抗
議
し
、
資
本
家
及
び
商
人
に
よ
る
利
潤
の
減
少
を
要
求
し
、

短
期
操
業
に
よ
り
賃
金
低
下
の
防
止
を
要
求
し
て
い
る
が
、
労
働
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

側
の
屈
服
に
終
っ
て
い
る
。

　
次
に
一
八
六
六
年
、
六
七
年
に
お
け
る
労
働
者
の
失
業
状
態
を
み

る
と
、
ウ
ッ
ド
芝
（
）
○
自
が
統
計
協
…
ム
笥
ム
一
報
一
2
餐
票
田
〇
鴎
酵
プ
O
図
○
団
a

Q。

R
鉱
。
。
銘
〇
三
ω
o
o
四
身
の
中
に
発
表
し
た
論
文
に
よ
る
と
、
六
〇
年

以
後
の
労
働
者
の
失
業
事
情
に
つ
い
て
次
の
ご
と
く
説
明
を
し
て
い

る
。

　
　
八
六
六
年
の
就
業
事
情
は
一
八
六
六
年
程
よ
く
は
な
く
、

年
は
一
八
六
六
年
よ
り
も
更
に
悪
い
」

一
八
六
七

101 （257）



と
言
っ
て
い
る
。

　
中
央
記
録
所
長
の
報
告
書
園
①
屯
ω
＃
鴛
6
9
拓
『
巴
、
。
。
切
①
℃
o
詳
に

よ
れ
ば

　
　
「
一
八
六
六
年
の
三
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
救
済
資
金
を
う
け
て
い
る

　
要
旨
は
一
八
六
五
年
置
比
し
て
減
少
は
し
て
い
る
が
、
～
二
月
に
入
っ
て

　
増
加
し
、
一
八
六
七
年
の
一
月
に
は
一
八
六
六
年
の
一
月
に
比
し
て
失
業
馳

　
者
は
増
加
し
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
タ
イ
ム
ス
紙
は
就
業
事
情
が
更
に
悪
化
し
て
い
る

事
惜
を
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
ロ
ン
ド
ン
の
海
岸
地
帯
で
は
日
雇
労
働
者
の
群
集
が
わ
ず
か
ば
か
り
の

　
仕
事
を
み
つ
け
、
金
と
パ
ソ
を
求
め
て
押
し
か
け
て
い
る
。
こ
れ
等
の
蛍

　
働
者
は
比
較
的
よ
い
衣
類
を
つ
け
、
以
前
は
相
当
な
賃
金
を
得
て
い
た
も

　
の
で
あ
る
が
、
今
は
心
身
共
に
落
ち
ぶ
れ
、
日
当
を
求
め
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
救
済
官
の
ヂ
エ
ブ
リ
ィ
ズ
匂
①
鳶
凧
ω
は
ロ
ン
ド
ン

爾
部
地
区
の
労
働
者
の
経
済
事
情
を
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
救
済
資
金
を
受
け
る
者
は
週
に
八
、
三
一
九
人
に
達
し
、
前
年
度
の

　
週
五
、
四
五
三
人
に
比
較
す
れ
ば
増
加
し
て
い
る
。
労
働
者
は
極
め
て
粗

　
悪
な
部
屋
に
居
住
し
、
充
分
の
衣
類
も
な
く
、
家
族
は
餓
死
線
上
に
あ
る
。

　
商
業
の
不
況
と
極
寒
の
た
め
労
働
者
は
窮
状
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
ベ
ス
ナ
ル
・
グ
リ
ー
ン
し
d
Φ
昏
嵩
a
O
器
Φ
⇒
地
区

の
牧
師
の
記
録
に
よ
る
と

　
　
　
「
労
働
老
は
恐
慌
、
悪
疫
、
極
寒
に
苦
し
み
、
地
方
税
は
一
年
八
シ
リ

　
ン
グ
に
上
り
、
救
貧
室
は
人
で
浴
れ
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
波
止
場
労
働
老
協
会
の
事
務
長
の
記

録
に
よ
る
と

　
　
　
「
波
止
場
従
業
員
の
う
ち
約
二
〇
、
○
○
○
人
が
失
業
し
、
ニ
ケ
月
間

　
収
益
は
皆
無
と
な
り
、
こ
の
中
の
一
五
、
○
○
○
人
は
衣
類
道
具
を
売
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
っ
て
生
活
を
し
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
一
八
六
七
年
一
月
の
救
貧
局
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

ロ
ン
ド
ン
市
以
外
に
お
い
て
も
多
く
の
労
働
者
は
困
窮
状
態
に
陥
り
、

北
部
中
央
地
区
窯
。
訴
げ
岩
乙
冨
＆
で
は
一
八
六
六
年
の
一
月
に
比

較
し
て
失
業
者
は
二
・
七
％
増
加
し
、
演
題
地
区
で
は
四
・
四
％
多

く
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
四
・
六
％
多
く
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
で
は
五
・
三

％
多
く
、
南
部
中
央
地
区
ω
o
鼻
げ
白
首
㌶
ロ
畠
で
は
一
一
・
四
％
多

く
、
南
東
部
で
は
一
一
一
・
六
％
多
く
、
北
頭
部
で
は
工
七
・
四
％
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

く
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
七
二
・
六
％
多
く
な
っ
て
い
る
。
以
上
よ
り
み

て
第
二
次
選
挙
法
改
革
の
大
衆
運
動
の
行
わ
れ
て
い
た
時
期
は
物
価
、

賃
金
、
失
業
の
三
つ
の
条
件
よ
り
み
て
労
働
階
級
の
経
済
事
情
は
増
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社会経済上よりみた英国第二次選挙法改革の原因（五十川）

々
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
論
説
に
よ
れ

ば　
　
「
一
八
六
六
年
の
経
済
事
清
は
一
八
六
七
年
、
一
八
六
八
年
に
入
っ
て

　
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
一
八
六
七
年
は
経
済
の
引
き
締
め
と
再
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
整
に
よ
っ
て
物
価
と
賃
金
の
上
昇
を
抑
制
し
た
年
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
経
済
雑
誌
の
一
般
論
調
を
み
る
と
、

　
　
「
一
八
六
六
、
　
一
八
六
七
年
は
暗
黒
試
練
の
年
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
　
一
八
六
七
年
は
綿
工
業
、
製
鉄
三
等
ほ
と
ん
ど
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
の
生
産
面
に
お
い
て
不
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ロ
バ
ー
ト
・
ギ
ッ
フ
エ
ソ
國
。
げ
①
誹
○
漆
㊦
5
は
雑
誌
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
哨
8
露
8
の
中
の
論
説
に
お
い
て
「
一
八
六
七
年
ほ
ど
貿
易

が
不
況
で
あ
っ
た
年
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
ウ
エ
ス
ト
ミ
ソ
ス

タ
・
レ
ヴ
ュ
ー
芝
①
。
。
童
姿
ぎ
ω
筆
戦
閣
Φ
く
冨
≦
に
よ
れ
ば

　
　
　
「
商
業
上
の
恐
慌
に
続
い
て
貿
易
、
産
業
が
撹
乱
さ
れ
、
貧
民
と
犯
罪

　
が
増
加
し
て
い
る
。
一
八
六
六
年
を
通
じ
て
経
済
不
況
は
全
社
会
に
感
ぜ

　
ら
れ
た
が
、
特
に
労
働
階
級
に
深
刻
で
あ
っ
た
。
貧
民
階
級
は
増
加
し
、

　
救
貧
税
及
び
各
種
慈
善
事
業
の
負
担
金
は
前
例
の
な
い
程
過
重
に
な
つ

　
　
⑯

　
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
労
働
者
及
び
貧
民
階
級
が
経
済
上
の
不
況
に
刺
激

さ
れ
て
参
政
権
を
要
求
す
る
に
到
っ
た
理
由
を
ス
ペ
ク
テ
ィ
タ
9
∀

①
9
暮
。
層
誌
は
次
の
ご
と
く
説
明
し
て
い
る
。

　
　
　
「
下
院
は
選
挙
法
の
改
革
を
一
年
延
長
し
た
た
め
、
か
え
っ
て
大
衆
運

　
動
の
さ
か
ん
な
時
期
に
こ
の
問
題
を
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で

　
あ
る
。
各
方
面
か
ら
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
経
済
事
情
は
悪
く
、
特
に
鉄

　
貿
易
は
極
め
て
不
況
の
状
態
に
あ
り
、
最
も
優
秀
な
組
識
を
も
つ
南
部
の

　
鉄
工
業
組
合
も
一
〇
％
の
減
少
を
認
め
、
主
食
の
価
格
は
騰
貴
し
、
労
働

　
賃
金
と
物
価
の
上
昇
は
均
衡
が
と
れ
て
い
な
い
。
農
業
労
働
者
は
都
市
に

　
集
中
し
、
都
市
へ
の
人
口
移
動
は
甚
し
く
、
定
職
を
も
た
な
い
労
働
者
の

　
数
が
増
加
し
て
い
る
。
経
済
恐
慌
の
悪
影
響
が
最
下
級
の
労
働
階
級
に
最

　
も
厳
し
く
ひ
び
い
て
い
る
。
投
資
家
は
安
全
な
事
業
以
外
に
は
着
手
せ
ず
、

　
労
働
者
の
中
で
も
高
級
の
熟
練
工
は
比
較
的
打
撃
が
少
い
が
貯
蓄
の
少
い

　
最
下
級
の
未
熟
練
工
の
み
が
最
大
の
影
響
を
う
け
て
い
る
＠
そ
の
他
河
川

　
の
通
行
禁
止
、
造
船
所
の
争
議
、
食
料
一
揆
等
が
各
地
に
拡
ま
り
、
大
衆

　
の
生
命
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
多
く
の
造
船
工
が
失
業
し
て
救
貧
院
は

　
満
員
と
な
り
、
各
町
村
の
負
担
税
額
は
過
重
と
な
り
、
造
船
工
と
取
引
す

　
る
各
種
商
人
は
収
入
が
な
く
な
り
、
食
料
事
情
が
悪
く
な
っ
て
多
数
の
餓

　
　
　
　
　
⑰

　
死
者
が
出
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
労
働
組
合
の
正
式
機
関
で
あ
る
ビ
ー
ハ
イ
ヴ
¢
d
⑦
－

①
剥
く
①
は
次
の
ご
と
く
論
じ
て
い
る
。
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「
英
国
現
在
の
惨
状
は
資
本
家
と
中
産
階
級
の
悪
政
に
よ
る
，
も
の
で
あ

　
る
。
資
本
家
が
労
働
者
を
犠
牲
に
し
て
利
益
を
独
占
し
て
い
る
こ
と
が
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
る
み
に
幽
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
各
種
の
新
聞
雑
誌
の
一
般
見
解
と
し
て
は
、

　
　
「
商
工
業
の
不
況
の
原
因
は
議
会
の
経
済
政
策
の
朱
敗
に
よ
る
も
の
で

　
あ
り
、
貧
民
数
の
増
加
は
政
府
の
各
種
投
機
事
業
の
失
敗
の
余
波
で
あ
り
、

　
経
済
恐
慌
の
勃
発
は
密
裕
階
級
の
利
益
の
み
を
目
的
と
す
る
銀
行
法
に
起

　
困
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
都
度
労
働
者
は
失
職
し
、
窮
状
に
追
い
込
ま

　
れ
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　
⑱

と
み
な
し
て
い
る
。

　
以
上
よ
り
み
て
一
八
六
六
年
よ
り
六
七
年
に
か
け
て
大
衆
に
よ
る

代
議
制
度
の
改
憂
卑
運
動
の
根
底
に
は
経
済
上
の
不
況
と
、
深
刻
な
困

窮
状
態
に
対
す
る
労
働
者
の
不
満
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
三
章

労
働
大
衆
運
動
と
第
二
次
選
挙
法

改
革
の
関
連

　
次
に
経
済
上
よ
り
み
て
第
二
次
選
挙
法
改
革
を
促
進
し
た
大
き
な

原
因
と
し
て
は
、
労
働
組
合
を
中
心
と
す
る
政
治
活
動
が
活
発
化
し

た
こ
と
で
あ
る
。
一
八
五
六
年
建
設
業
界
の
不
況
と
失
業
に
端
を
発

し
て
、
五
七
年
全
国
失
業
者
同
盟
蜜
¢
8
巴
》
。
。
ω
・
。
馨
δ
富
g
．
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

夢
Φ
d
器
ヨ
覧
。
団
①
鉦
○
℃
霞
雲
フ
・
Φ
ω
が
設
立
さ
れ
、
救
貧
制
度
の
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脳

革
、
失
業
対
策
と
し
て
週
六
日
労
働
制
を
要
求
し
て
い
る
。
そ
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

工
場
地
区
の
経
済
事
情
の
悪
化
、
経
済
恐
慌
の
全
国
的
波
及
、
被
救

　
　
　
　
㊥

済
民
の
増
加
、
賃
金
の
低
下
と
共
に
組
舎
活
動
は
活
発
化
し
、
五
九

年
よ
り
六
〇
年
に
か
け
て
一
日
九
時
聞
労
働
制
の
要
求
と
共
に
、
労

働
組
合
運
動
は
新
段
階
に
入
り
、
六
七
年
の
第
二
次
選
挙
法
改
革
時

に
到
る
ま
で
最
大
の
活
動
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
労
働
組
合
に
よ
る

政
治
活
動
が
特
に
活
発
化
し
た
理
由
と
し
て
は
、
各
労
働
組
合
が
各

種
の
法
律
に
よ
っ
て
強
い
束
縛
を
う
け
て
い
た
た
め
で
、
そ
れ
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

す
る
反
抗
心
が
高
ま
っ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。

　
一
八
六
〇
年
代
に
入
っ
て
建
設
業
界
の
労
働
組
合
活
動
よ
り
始
ま

っ
て
ロ
ン
ド
ン
貿
易
協
会
r
2
乙
○
嵩
、
一
，
舜
（
δ
ω
O
o
田
日
。
謬
が
設
立
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

れ
、
議
会
内
外
に
お
け
る
労
働
階
級
の
利
益
の
監
視
と
、
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

に
よ
る
政
治
活
動
の
指
導
に
当
り
、
特
に
労
働
者
の
解
放
を
主
要
目

標
と
し
て
い
る
。
一
八
六
〇
年
に
入
っ
て
ρ
ソ
ド
ソ
の
男
子
普
選
主

義
者
は
労
働
店
台
の
政
治
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。
六
一
年
中
は
建

設
業
界
の
労
働
組
脅
が
政
治
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
六
一
年

出
版
さ
れ
た
廻
覧
雑
誌
ト
レ
イ
ド
サ
ー
キ
ュ
ラ
肩
舜
α
O
O
守
〇
三
錠
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に
よ
れ
ば

　
　
　
「
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
賃
金
闘
争
は
単
な
る
表
面
的
な
救
済
策
に
過
ぎ

　
な
い
。
根
本
的
救
済
策
は
約
五
〇
〇
個
に
及
ぶ
全
労
働
組
合
の
団
結
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
る
政
権
獲
得
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
一
八
六
一
年
偉
ソ
ド
ソ
貿
易
協
会
ピ
。
降
α
9
μ
目
旨
α
⑦

O
o
β
嵩
。
旨
及
び
グ
ラ
ス
ゴ
ー
留
ハ
易
協
会
○
冨
G
。
σ
q
o
泣
目
半
島
㊦
O
o
自
口
。
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

も
同
様
の
政
策
を
と
り
、
男
子
普
選
を
最
終
目
標
と
し
て
い
る
。
一

八
六
二
年
に
入
っ
て
労
働
組
合
の
指
導
老
達
は
連
絡
を
保
ち
、
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊦

組
合
会
議
日
捧
α
①
d
巳
。
切
0
0
昌
σ
Q
器
ω
。
。
、
を
結
成
し
、
　
そ
の
機
関
紙

ビ
ー
ハ
イ
ヴ
じ
d
①
①
ほ
く
①
は
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
わ
れ
わ
れ
が
選
挙
権
の
拡
張
を
求
め
る
の
は
単
な
る
抽
象
理
論
や
政

　
党
目
的
の
た
め
で
は
な
く
、
労
働
大
衆
の
賃
金
の
上
昇
と
生
活
条
件
の
改

　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
善
の
た
め
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

　
一
八
六
二
年
男
子
普
選
と
秘
密
投
票
制
実
現
同
盟
ン
富
三
δ
o
O

ω
缶
自
旨
α
q
①
ρ
ψ
畠
〈
○
富
σ
団
切
篭
δ
け
〉
ω
。
。
o
o
峯
註
。
昌
が
結
成
さ
れ
、

労
働
階
級
の
窮
状
の
根
本
原
酒
は
上
流
及
び
中
流
階
級
に
よ
る
政
権

の
独
占
に
あ
る
と
み
な
し
、
そ
の
根
本
救
済
策
は
組
合
の
政
治
活
動

に
よ
り
、
男
子
普
選
を
目
標
と
す
る
選
挙
権
の
獲
得
に
あ
る
と
考
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

労
働
組
合
の
協
力
を
必
要
視
し
て
い
る
。

　
し
か
し
全
般
的
に
み
て
一
八
六
〇
年
よ
り
六
五
年
に
到
る
問
は
選

挙
法
の
改
革
に
関
す
る
労
働
大
衆
運
動
は
余
り
顕
著
と
は
言
え
な
い
。

一
八
六
〇
年
の
選
挙
法
改
革
法
案
の
流
産
後
、
新
法
案
が
出
て
い
な

い
の
は
、
国
民
の
要
求
の
な
い
証
拠
と
み
て
よ
い
の
で
あ
る
。
一
八

六
一
年
、
六
三
年
の
両
度
に
わ
た
る
ラ
ッ
セ
ル
の
演
説
を
み
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

選
挙
法
の
改
革
に
は
強
く
反
対
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
八
六

四
年
パ
ー
マ
ス
ト
ン
℃
巴
猿
醇
簿
o
o
は
「
現
在
大
衆
に
代
議
制
度
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

革
の
希
望
の
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
改
革

運
動
に
関
す
る
請
願
書
を
み
る
と
、
一
八
六
〇
年
に
は
な
く
、
六
一

年
に
は
一
四
通
、
六
二
年
に
は
二
通
、
六
三
年
に
は
皆
無
と
な
っ
て

　
⑧
い
る
。
第
一
次
選
挙
法
改
革
後
、
中
産
階
級
が
政
治
経
済
上
の
実
権

を
握
軌
、
一
方
労
働
階
級
は
政
権
か
ら
除
外
さ
れ
た
が
、
全
般
的
に

み
れ
ば
繁
栄
し
て
い
る
の
で
、
激
し
い
改
革
運
動
の
起
る
兆
は
な
く
、

野
島
党
の
パ
ー
マ
ス
ト
ン
も
保
守
党
の
ダ
吉
イ
U
・
ξ
．
も
共
に

現
状
維
持
に
満
足
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ラ
ッ
セ
ル
は
当
時
の

改
革
に
対
す
る
世
論
に
つ
き
次
の
ご
と
く
説
明
し
て
い
る
。

　
「
わ
れ
わ
れ
の
政
策
は
新
し
い
道
を
造
る
よ
り
は
現
状
に
満
足
し
、
感

　
　
　
　
　
　
㊥

謝
す
る
こ
と
で
あ
ろ
」
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と
言
っ
て
い
る
。
た
だ
し
一
部
の
新
聞
雑
誌
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
「
労
働
者
中
の
一
部
知
識
階
級
が
選
挙
権
の
拡
張
を
希
望
し
て
い
る
」

と
警
告
し
て
い
る
。
一
八
六
五
年
以
後
形
勢
は
一
変
し
て
各
政
党
は

選
挙
権
拡
張
問
題
を
と
り
あ
げ
、
男
子
普
選
と
議
席
の
再
分
配
を
論

　
　
　
　
⑯

ん
じ
て
い
る
。
改
革
論
者
は
改
革
同
盟
を
組
織
し
、
有
力
者
、
下
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

議
員
、
労
働
階
級
の
指
導
者
連
が
集
ま
り
、
圧
力
団
体
と
し
て
の
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

動
方
針
を
討
議
し
、
運
動
資
金
の
準
備
を
し
て
い
る
。
全
国
労
働
団

体
の
代
表
者
会
議
を
開
き
、
更
に
各
支
部
会
を
開
催
し
、
首
都
圏
内

の
バ
ラ
に
支
部
の
委
員
を
任
命
し
、
総
選
挙
の
際
に
は
選
挙
権
拡
張

運
動
に
賛
成
す
る
候
補
者
を
支
持
し
、
男
子
普
選
、
世
帯
主
選
挙
権

の
何
れ
の
改
革
案
を
も
支
持
す
る
こ
と
を
申
合
せ
て
い
る
。
　
一
八
六

五
年
五
月
労
働
者
改
革
岡
盟
は
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ
で
代
表
者
会
議
を
開

き
、
現
存
の
代
議
制
度
は
労
働
階
級
に
対
し
て
不
公
平
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
、
総
選
挙
に
際
し
て
は
改
革
賛
成
論
者
の
み
を
支
持
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
一
八
六
三
年
一
一
月
か
ら
＝
一
月
に
か
け

て
全
国
に
改
革
論
者
の
会
合
を
開
催
し
て
男
子
普
選
を
要
求
し
、
ト

ム
・
ヒ
ュ
ー
ズ
↓
o
ヨ
缶
¢
σ
q
冨
。
。
は
改
革
主
義
者
を
代
弁
し
て
男
子

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

普
選
を
主
張
し
て
い
る
。
一
八
六
六
年
春
ブ
ラ
イ
ト
等
の
改
革
論
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
提
唱
の
下
に
各
種
の
会
合
が
開
か
れ
、
政
府
の
改
革
案
を
支
持
す

る
こ
と
を
決
議
し
、
選
挙
資
格
を
大
幅
に
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
要
求

し
て
い
る
。
一
八
六
五
年
夏
か
ら
一
八
六
六
年
の
夏
に
到
る
問
の
大

衆
の
改
革
運
動
を
概
観
す
る
と
六
五
年
の
秋
よ
り
上
昇
線
を
と
り
、

六
九
年
一
月
、
二
月
の
問
は
同
じ
傾
向
を
示
し
、
三
月
初
旬
多
少

下
降
し
、
三
月
中
旬
以
後
四
月
初
旬
に
か
け
て
上
昇
し
、
そ
の
後
七

月
初
旬
ま
で
下
降
線
を
辿
っ
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
外
部
か
ら
の
改

革
運
動
は
議
会
に
圧
力
を
か
け
る
程
の
力
は
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き

で
あ
翰
・
そ
の
理
由
は
大
衆
運
動
が
永
続
し
な
か
・
た
・
と
、
外
部

か
ら
の
要
求
が
政
府
案
よ
り
も
広
範
囲
な
選
挙
資
格
の
低
下
を
要
求

し
て
い
た
こ
と
、
保
守
党
は
大
衆
の
改
革
運
動
が
労
働
者
の
自
発
的

の
も
の
で
は
な
く
ホ
イ
ッ
グ
党
の
煽
動
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
容
易

に
賛
意
を
表
わ
さ
影
写
の
新
議
員
の
う
ち
に
は
選
挙
法
が
改
革

さ
れ
る
場
合
、
自
己
の
地
位
が
不
利
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
改
革

案
の
通
過
に
容
易
に
賛
成
し
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
更
に

多
数
の
議
員
が
改
革
案
に
反
対
し
た
理
由
は
、
労
働
階
級
が
参
政
権

を
希
望
し
て
い
る
の
は
、
単
に
労
働
階
級
と
資
本
家
の
利
害
が
一
致

し
て
い
な
い
と
言
う
理
由
だ
け
で
は
な
く
、
労
働
階
級
が
英
国
の
政

治
全
般
に
わ
た
り
根
本
的
改
革
を
企
図
し
て
い
る
と
考
え
た
た
め
で

あ
る
。
し
か
し
一
八
六
〇
年
代
に
入
っ
て
英
国
の
社
会
経
済
事
情
は
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大
き
く
変
化
し
た
と
言
え
る
。

　
経
済
上
よ
り
み
て
英
国
は
一
八
六
〇
年
代
に
は
繁
栄
の
道
を
辿
っ

て
い
る
が
、
多
数
の
貧
民
階
級
は
困
窮
の
状
態
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
当
時
の
フ
ォ
ー
ト
ナ
イ
ト
リ
・
レ
ヴ
ュ
ー
国
O
写
艮
σ
q
げ
菖
一
国
？

三
①
≦
ま

　
　
「
デ
ヴ
オ
ン
シ
や
U
o
く
。
口
ω
三
巴
⑦
、
　
ハ
…
ト
フ
オ
ー
ド
シ
や
鼠
。
村
窪
。
㍗

　
山
ω
三
村
。
、
ウ
ー
ス
タ
タ
、
o
目
。
①
。
α
什
。
触
、
　
ノ
ツ
チ
ソ
ガ
ム
シ
や
Z
o
簿
ぎ
σ
q
－

　
｝
蚕
ヨ
ω
三
器
の
労
働
者
は
衣
食
住
に
困
窮
し
、
都
市
、
農
村
共
に
恐
る
べ

　
き
窮
状
に
迫
い
込
ま
れ
、
特
に
炭
坑
に
お
け
る
労
働
者
や
未
成
年
者
の
窮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
状
は
目
を
蔽
う
も
の
が
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
オ
ジ
ャ
○
創
σ
Q
臼
は

　
　
「
労
働
者
が
選
挙
権
を
も
て
ば
現
在
の
階
級
立
法
を
一
掃
し
、
労
働
者

　
　
の
子
弟
を
炭
坑
や
工
場
に
送
る
の
を
や
め
て
、
学
校
に
送
る
で
あ
ろ

　
　
⑭

　
　
う
」

と
述
べ
て
い
る
。
ビ
ー
ズ
レ
イ
切
。
①
ω
蔓
教
授
は

　
　
「
労
働
者
が
週
給
二
〇
シ
リ
ン
グ
の
う
ち
、
四
シ
リ
ン
グ
の
納
税
を
強

　
制
さ
れ
る
の
は
過
重
で
あ
る
。
教
育
予
算
は
陸
海
軍
の
予
算
に
比
し
て
少

　
く
、
労
働
者
は
虐
待
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
地
主
は
利
益
を
独
占
し
て
い

　
⑳

　
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

　
し
か
し
中
産
階
級
及
び
熟
練
工
は
比
較
的
恵
ま
れ
、
未
熟
練
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

者
の
待
遇
も
逐
次
改
良
さ
れ
、
社
会
全
般
的
に
み
て
繁
栄
の
状
態
に

あ
っ
た
の
で
、
社
会
改
革
の
大
衆
運
動
は
激
烈
に
は
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
一
八
六
六
年
自
由
党
政
府
が
ロ
ー
の
率
い
る
頑

固
な
反
対
派
の
た
め
に
敗
れ
て
総
辞
職
し
た
た
め
、
か
え
っ
て
大
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
同
情
を
う
け
、
大
衆
運
動
は
全
国
的
に
拡
大
し
て
い
る
。

　
一
八
六
六
年
七
月
約
七
、
O
O
O
人
の
大
衆
が
ト
ラ
フ
ア
ル
ガ
ル

広
場
と
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
会
合
を
開
き
、
ト
ー
リ
ー
党
及
び
ア
ダ
ラ

マ
イ
ト
（
〉
伍
三
冨
ヨ
淳
。
ω
…
頑
固
な
反
対
派
）
に
対
抗
す
る
決
議
文
を
作

成
し
、
グ
ラ
ヅ
ド
ス
ト
ン
を
支
持
す
る
声
明
を
発
し
て
い
る
。
ハ
イ

ド
．
パ
ー
ク
事
件
は
大
衆
運
動
史
上
一
新
期
限
を
画
す
る
も
の
で
、
政

府
側
は
労
働
者
の
集
会
を
不
法
行
為
と
み
な
し
、
一
方
改
革
論
者
は

労
働
階
級
の
合
法
集
会
に
対
す
る
政
府
の
弾
圧
と
み
な
し
て
い
る
。

大
衆
は
実
力
行
使
で
侵
入
し
、
政
府
は
鎮
圧
に
失
敗
し
た
た
め
会
合

を
許
可
す
る
結
果
と
な
り
、
大
衆
の
勝
利
に
終
っ
て
い
る
。
ハ
イ
ド
・

パ
ー
ク
事
件
は
改
革
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
改
革
同
盟
は
引

続
い
て
大
規
模
な
会
合
を
計
画
し
、
更
に
労
働
組
合
と
同
盟
を
結
ん

　
　
＠

で
い
る
。
一
八
六
六
年
の
秋
、
改
革
論
者
の
示
威
活
動
は
各
地
に
さ
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か
ん
に
な
り
、
八
月
二
七
日
数
思
人
の
群
集
が
バ
…
ミ
ン
ガ
ム
に
会

合
ゆ
男
子
普
選
と
秘
密
投
票
制
を
決
議
し
、
グ
ラ
・
ド
ス
・
ソ
、

ブ
ラ
イ
ト
、
ミ
ル
、
ビ
ー
ル
ズ
に
感
謝
決
議
文
を
出
し
て
い
る
。
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
九
月
に
入
っ
て
各
種
会
合
が
催
さ
れ
、
次
の
事
項
を
決
議
し
て
い

る
。
ω
政
党
が
特
権
階
級
の
利
益
目
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
排
除

し
、
全
組
織
と
活
動
力
を
あ
げ
て
男
子
普
選
と
秘
密
投
票
制
の
実
現

を
期
す
。
②
改
革
同
盟
の
北
方
支
部
を
設
立
し
、
北
部
地
区
の
下
部

組
織
を
統
轄
す
る
執
行
機
囲
と
す
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
本
部
執
行
部
及

び
中
央
執
行
委
員
の
ビ
ー
ル
ズ
切
①
巴
霧
を
支
持
す
る
。
㈲
グ
ラ
ヅ

ド
ス
ト
シ
、
ブ
ラ
イ
ト
、
　
ジ
旗
ソ
・
ス
チ
ュ
ア
f
ト
・
ミ
ル
｝
o
び
P

ω
ε
9
薯
冒
葺
及
び
そ
の
他
の
改
革
同
盟
の
盟
友
に
感
謝
の
意
を
表

わ
し
、
合
せ
て
次
の
総
選
挙
に
ブ
ラ
イ
ト
の
出
馬
を
懇
請
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
㊥

を
決
め
て
い
る
。
一
〇
月
り
ー
ズ
布
に
お
い
て
約
二
〇
万
入
に
及
ぶ

大
規
模
な
労
働
者
の
会
合
が
開
か
れ
、
男
子
普
選
と
秘
密
投
票
制
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

実
現
に
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
決
議
し
て
い
る
。
一
〇
月
一
六

日
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
第
一
次
選
挙
法
改
革
後
最
大
の
会
合
が
開
か
れ
、

ブ
ラ
イ
ト
は
代
議
制
度
改
革
の
必
要
を
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
英
．
国
に
は
爾
極
端
に
属
す
る
二
つ
の
階
級
が
存
在
し
一
つ
は
無
類
の

　
富
を
誇
る
も
の
で
あ
り
一
つ
は
極
端
な
貧
瞬
に
苦
し
む
も
の
て
あ
、
る
、
特

　
権
階
級
は
國
民
の
た
め
に
政
治
を
行
う
と
言
い
な
が
ら
税
金
と
国
債
は
増

　
加
し
、
国
民
は
重
い
負
担
に
喘
い
で
い
ろ
。
現
存
の
代
議
制
度
は
｝
部
を

　
代
表
し
て
全
部
を
代
表
す
る
も
の
で
な
い
。
地
主
は
小
作
に
干
渉
し
、
買

　
収
と
腐
敗
が
さ
か
ん
で
あ
る
。
統
治
階
級
は
権
力
と
富
を
享
楽
し
て
い
る

　
が
、
大
衆
は
恐
る
べ
き
窮
状
に
陥
り
、
英
国
の
将
来
に
重
大
な
危
機
を
も

　
た
ら
す
恐
れ
が
あ
ろ
。
統
治
階
級
が
改
革
を
行
わ
な
け
れ
ば
労
働
階
級
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
全
園
民
の
力
を
結
集
し
て
改
革
を
実
現
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
言
っ
て
い
る
。
一
二
月
ロ
ソ
ド
ソ
の
会
含
に
約
二
三
、
○
○
○
人

の
労
働
組
合
員
が
出
席
し
、
労
働
階
級
の
参
政
権
と
社
会
経
済
上
の

福
利
を
要
求
し
て
い
る
。
ビ
ー
ル
ズ
じ
d
①
巴
Φ
ω
は
大
衆
の
改
革
運
動
が

増
次
強
烈
に
な
っ
て
い
る
点
を
強
調
し
て
、
男
子
普
選
の
必
要
を
提

糧
し
、
グ
リ
；
ニ
ン
グ
O
器
①
コ
宮
σ
q
は
富
裕
階
級
に
は
大
衆
の
幸
福

を
考
慮
す
る
意
向
の
な
い
点
を
指
摘
し
、
デ
ィ
ッ
ク
ソ
ソ
惣
9
．
ω
。
ゆ

は
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ー
、
及
び
ド
イ
ツ
等
に
お
い
て
は
労
働
老
に

選
挙
権
を
与
え
て
い
る
点
を
挙
げ
、

　
　
「
英
国
議
会
の
現
存
機
構
を
改
草
し
な
い
以
上
は
、
下
院
議
員
は
貴
族

　
の
指
名
す
る
弁
護
士
、
銀
行
家
、
会
社
の
支
配
入
等
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
労
働
者
の
代
表
は
除
外
さ
れ
る
こ
と
」

を
強
調
し
て
い
る
。
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こ
れ
等
の
会
合
を
み
て
重
視
す
べ
き
点
は
、
労
働
組
合
員
が
政
府

の
弾
圧
や
工
場
主
の
恐
喝
に
属
せ
ず
、
公
然
と
政
治
活
動
に
参
加
し
、

各
種
の
労
働
者
の
盟
友
聖
体
と
結
束
し
て
大
き
な
政
治
力
を
持
つ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
④

至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
一
八
六
六
年
一
二
月
労
働
組
合
の
行
っ
た
決
議
の
内
容
は
、

　
　
「
下
院
が
グ
ラ
ツ
ド
ス
ト
ン
の
改
革
案
を
否
決
し
て
、
ロ
バ
ー
ト
ロ
ー

　
　
（
改
箪
反
対
論
霧
）
を
支
持
し
た
こ
と
に
対
し
て
抗
議
を
行
い
、
選
挙
法
を

　
労
働
者
に
有
利
に
改
革
す
る
た
め
に
大
衆
運
動
を
展
開
し
、
改
革
同
盟
の

　
主
義
を
支
持
し
、
示
威
運
動
に
参
加
す
る
意
向
を
示
し
、
同
時
に
大
衆
活

　
動
に
参
加
し
て
も
政
治
運
動
の
道
具
と
な
る
こ
と
を
避
け
、
専
ら
代
議
制

　
度
の
改
訂
を
昌
的
と
す
る
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
一
八
六
六
年
の
示
威
運
動
は
次
の
四
点
に
総
括
出
来
る
。

ω
　
ハ
イ
ド
・
パ
ー
ク
事
件
以
外
の
大
衆
運
動
は
秩
序
正
し
く
行
わ

　
れ
、
悪
質
な
も
の
は
な
い
。

②
　
大
群
集
が
集
会
に
参
加
し
て
い
る
。

③
　
主
要
弁
士
は
政
府
の
政
策
の
欠
点
を
非
難
し
、
救
済
権
を
示
し

　
て
い
る
。

ω
　
労
働
組
合
、
政
治
改
革
同
盟
、
及
び
ブ
ラ
イ
ト
派
の
急
進
派
が

　
会
合
し
、
貴
族
及
び
中
産
階
級
に
対
し
て
一
大
脅
威
を
形
成
し
て

　
い
る
。

　
一
八
六
七
年
初
期
に
お
け
る
新
聞
雑
誌
の
世
論
を
み
る
と
、
ス
ペ

ク
テ
ィ
タ
Q
り
対
①
簿
簿
。
目
紙
は
次
の
見
解
を
と
っ
て
い
る
。

　
　
「
大
衆
は
一
八
六
六
年
の
夏
に
は
労
働
老
の
参
政
権
問
題
に
っ
き
明
確

　
な
見
通
し
が
っ
か
な
か
っ
た
が
、
一
八
六
七
年
の
二
月
に
は
政
府
の
無
能

　
力
を
認
め
て
い
る
。
政
府
は
労
働
階
級
の
要
求
が
熾
烈
に
な
る
に
つ
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
外
部
の
圧
力
に
脅
威
を
感
ん
ず
る
に
到
っ
た
」

と
述
べ
て
い
る
。

　
マ
ッ
ク
ミ
ラ
ン
竃
9
0
臼
三
錠
μ
紙
は
次
の
見
解
を
と
っ
て
い
る
。

　
　
「
改
革
要
求
は
最
初
考
え
ら
れ
た
以
上
に
根
強
い
も
の
で
あ
り
、
単
な

　
る
煽
動
家
や
盲
信
者
に
よ
る
運
動
で
は
な
く
、
又
楽
観
主
義
者
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
鎮
圧
繊
来
る
程
度
の
な
ま
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
。

　
ク
ォ
ー
タ
リ
・
レ
ヴ
ュ
ー
ρ
二
節
詳
①
目
グ
、
男
9
、
δ
毒
は

　
　
「
大
衆
運
動
は
一
部
煽
動
者
の
計
画
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
が
、

後
に
は
異
・
た
見
解
を
喜
に
到
つ
㎏
」

と
述
べ
て
お
り
、
フ
す
ー
ト
ナ
イ
ト
リ
．
レ
ヴ
ュ
ー
司
。
蓉
艮
σ
Q
簿
蔓

図
Φ
〈
坤
O
毒
　
ま

　
　
　
　
ζ
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⑭

　
　
「
労
働
階
級
が
改
革
に
熱
意
の
あ
る
こ
と
は
断
じ
て
否
定
出
来
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
論
説
よ
り
判
断
し
て
、
代
議
制
度
の
改
革

は
、
一
八
六
七
年
に
入
っ
て
大
衆
世
論
の
赴
く
と
こ
ろ
不
可
避
に
な

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
ホ
ィ
ッ
グ
党
、
政
治
改
革
同
盟
、
及
び

労
働
組
合
が
合
流
し
て
大
き
な
実
力
を
形
成
し
、
議
会
を
屈
服
さ
せ

る
力
を
も
ち
、
中
産
階
級
に
一
大
脅
威
を
与
え
る
に
到
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
の
で
あ
る
。
五
月
に
入
っ
て
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
し
d
冨
。
搾
芝
o
O
α

紙
は
改
革
に
関
す
る
世
論
を
次
の
如
く
発
表
し
て
い
る
。

　
　
「
グ
ー
ビ
イ
∪
巽
げ
《
首
相
は
大
衆
が
議
会
改
革
に
堅
い
決
意
を
下
め

　
て
い
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
改
革
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
改
革
同

　
盟
と
労
働
組
合
の
合
流
に
よ
り
全
国
民
が
議
会
の
改
革
を
要
求
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
こ
と
は
既
定
の
事
実
で
あ
り
、
た
だ
改
革
の
範
囲
が
問
題
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

　
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ソ
ス
タ
・
レ
ヴ
ュ
ー
芝
。
珍
ヨ
ヨ
珍
禽
菊
①
≦
㊦
を
は

改
革
の
必
要
を
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
ダ
ー
ビ
ー
内
閣
の
出
現
と
共
に
改
華
主
義
老
の
貴
任
は
一
層
明
瞭
に
な

　
り
、
大
衆
の
心
理
は
無
関
心
よ
り
一
変
し
て
強
烈
な
熱
意
を
も
つ
に
至
っ

　
て
い
る
。
全
燭
を
震
骸
さ
せ
る
大
衆
の
叫
は
過
去
数
一
〇
年
に
わ
た
る
統

　
治
階
級
の
悪
政
に
対
す
る
当
然
の
報
酬
で
あ
る
か
ら
、
以
内
閤
は
改
草
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
を
提
出
し
な
い
場
合
は
辞
職
す
べ
き
で
あ
る
」

と
言
っ
て
い
る
。
議
会
の
開
会
に
当
っ
て
タ
イ
ム
ス
も
社
説
を
発
表

し
、
改
革
の
近
づ
い
た
こ
と
を
認
め
、
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
地
主
階
級
と
富
裕
階
級
は
共
に
議
会
の
改
革
を
好
ま
な
い
し
、
中
産

　
階
級
も
関
心
は
も
っ
て
い
な
い
。
労
働
階
級
の
み
が
資
本
家
に
対
抗
し
て

　
改
草
を
希
望
し
て
い
る
。
し
か
し
事
態
は
論
争
の
時
期
で
な
く
闘
争
の
時

　
期
で
あ
ろ
。
政
府
は
労
働
組
合
の
脅
威
と
対
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
に

　
　
⑪

　
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
論
説
よ
り
み
て
一
八
六
七
年
に
入
っ
て
大

衆
世
論
は
政
府
に
対
し
改
革
問
題
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
を
強
く
要
求

す
る
に
到
っ
た
の
で
、
保
守
内
閣
は
こ
の
間
題
を
と
り
あ
げ
る
か
、

辞
職
す
る
か
の
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
、
改
革
同
盟
の
与
え
た
影
響
が

極
め
て
大
き
か
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
労
働
階
級
の
改
革
論
者
は
改
革
の
内
容
よ
り
み
て
急
進
派
と
穏
健

派
の
二
派
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
穏
健
派
の
考
え
方
は
グ
ラ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ド
ス
ト
ソ
の
改
革
案
に
似
た
も
の
で
、
労
働
階
級
は
理
想
と
し
て
男

子
普
選
を
要
求
す
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
圃
適
す
る
も
の
で
は
な

く
、
下
宿
人
選
挙
権
一
〇
創
σ
食
費
－
過
重
。
窯
ω
①
と
労
働
階
級
の
代
表
が

認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
世
帯
主
選
挙
権
｝
6
蕊
。
ぎ
三
南
豊
田
養
σ
q
o
を
認
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め
て
も
よ
い
と
考
え
、
改
革
案
の
内
容
が
過
重
に
な
る
こ
と
を
省
く

た
め
に
、
秘
密
投
票
制
は
見
送
っ
て
も
よ
い
と
言
う
見
解
を
と
っ
て

い
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
ル
ー
ク
ラ
フ
ト
U
g
o
舜
坤
そ
の
他
の
急
進

派
は
労
働
階
級
が
ホ
イ
ヅ
グ
党
と
同
調
し
て
中
途
半
端
な
改
革
に
賛

成
す
る
時
は
、
第
一
次
改
革
時
と
同
様
、
労
働
階
級
は
改
革
の
道
具

に
使
わ
れ
、
最
後
は
政
府
案
に
譲
歩
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
こ

の
場
合
は
ホ
イ
ッ
グ
党
を
見
捨
て
て
、
保
守
党
に
頼
っ
て
大
規
模
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

改
革
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
と
言
う
見
解
を
と
っ
て
い
る
。

　
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ソ
の
改
革
案
は
男
子
普
選
よ
り
も
む
し
ろ
都
市
に

お
け
る
五
ポ
ン
ド
占
有
選
挙
権
を
採
用
せ
ん
と
す
る
も
の
で
、
男
子

普
選
に
比
較
し
て
新
有
権
者
は
半
数
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
ゆ

え
に
改
革
同
盟
は
自
由
党
が
中
途
半
端
な
改
革
案
に
満
足
す
る
場
合

に
は
、
大
衆
活
動
を
続
行
し
て
政
府
並
び
に
下
院
と
戦
う
態
勢
を
固

　
　
　
⑰

め
て
い
る
。
労
働
階
級
は
三
月
一
八
日
に
始
め
て
示
さ
れ
た
保
守
内

閣
の
改
革
案
は
世
帯
主
選
挙
権
を
骨
子
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
不

満
と
し
て
、
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ル
広
場
で
会
合
を
開
き
、
政
府
案
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

衆
に
対
す
る
侮
辱
で
あ
る
か
ら
、
第
二
読
会
に
お
い
て
否
決
す
べ
き

で
あ
る
と
主
張
し
、
特
に
納
税
条
項
と
居
住
条
項
に
強
く
反
対
し
て

い
る
。

　
三
月
二
二
日
労
働
者
改
革
同
盟
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
大
会
に
お
い

て
納
税
条
件
と
二
重
投
票
制
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
男
子
普
選
は
無
意

義
に
な
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。
四
月
一
六
日
ロ
ソ
ド
ソ
の
労
働

者
組
合
は
納
税
条
件
と
居
住
条
件
の
廃
止
を
政
府
に
要
求
し
、
更
に

下
宿
人
選
挙
権
と
秘
密
投
票
制
を
要
求
し
、
政
府
の
承
諾
の
得
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
い
時
は
断
固
大
衆
運
動
を
続
行
す
る
こ
と
を
宜
言
し
て
い
る
。

　
四
月
二
二
日
置
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
大
会
に
お
い
て
労
働
者
協
会
は
法

と
秩
序
は
尊
重
す
る
が
、
政
府
と
下
院
が
改
革
を
妨
害
し
約
束
を
裏

切
る
時
に
は
、
労
働
者
は
暴
力
革
命
の
行
為
に
出
る
こ
と
を
示
唆
し

　
　
⑩

て
い
る
。
一
八
六
七
年
五
月
六
日
ハ
イ
ド
㌔
ハ
イ
ク
大
会
に
お
い
て

オ
ド
ノ
ー
○
、
U
8
0
σ
q
げ
器
は
次
の
決
議
文
を
提
案
し
て
い
る
。
・

　
　
「
こ
の
会
合
に
お
い
て
男
子
普
選
と
秘
密
投
票
制
を
改
草
案
の
最
重
要

　
原
則
と
考
え
、
二
年
間
の
居
佳
条
件
と
納
税
条
件
を
廃
止
し
て
、
県
と
都

　
市
に
画
｝
的
な
世
帯
主
選
挙
権
を
要
求
し
、
同
時
に
下
宿
人
に
選
挙
資
格

　
を
認
め
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
若
し
こ
の
要
求
が
認
め
ら
れ

　
な
い
蒔
は
改
革
案
を
拒
否
す
る
」

　
　
　
　
　
　
⑪

と
主
張
し
て
い
る
。

　
五
月
一
七
日
保
守
党
政
府
は
原
案
を
修
正
し
て
談
合
世
帯
主
を
廃

止
す
る
こ
と
を
き
め
、
完
全
な
世
帯
主
選
挙
権
を
認
め
て
い
る
。
改
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革
同
盟
は
初
期
の
理
想
を
実
現
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
改

革
に
重
要
な
役
割
を
演
ん
じ
た
点
で
、
真
の
草
案
者
は
労
働
者
の
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
呼
　
　
　
　
＠

革
同
盟
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス

O
O
δ
有
一
昌
ω
ヨ
一
¢
回
ま

　
　
「
大
衆
運
動
は
改
革
同
盟
と
労
働
整
合
の
緊
密
な
提
携
の
下
に
秩
序
正

　
し
く
平
和
裡
に
行
わ
れ
た
た
め
、
政
府
は
最
初
の
小
規
模
な
改
革
案
を
捨

　
て
て
、
純
然
た
ろ
阯
帯
主
選
挙
権
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
、
労
働
者
が

　
多
数
を
占
め
る
下
宿
人
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
政
府
案
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
則
を
破
っ
た
も
の
で
あ
る
」

と
言
っ
て
い
る
。

第
四
章
　
結

論

　
一
八
六
七
年
の
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
ィ
の
提
案
し
た
第
二
次
改
革
法
案

が
成
功
を
お
さ
め
た
の
は
、
極
め
て
機
を
み
る
こ
と
に
英
敏
な
デ
ィ

ズ
レ
ー
リ
ィ
が
、
労
働
階
級
の
う
ち
の
急
進
派
の
要
望
と
、
大
衆
の

熱
烈
な
改
革
要
求
を
察
知
し
て
、
過
去
の
保
守
党
の
伝
統
を
破
っ
て
、

最
も
革
新
的
な
改
革
案
を
示
し
た
た
め
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て

デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
ィ
は
労
働
階
級
を
味
方
に
入
れ
、
保
守
党
の
勢
力
を

拡
大
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
労
働
階
級
も
中
途
半
端
な
ホ

イ
ヅ
グ
党
よ
り
は
急
進
的
な
デ
ィ
ズ
レ
！
リ
ィ
と
同
盟
し
て
、
　
一
挙

に
労
働
階
級
の
口
的
を
果
さ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
第
二
次

選
挙
法
改
革
の
成
功
の
原
因
は
、
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
ィ
の
利
害
関
係
と

労
働
階
級
の
利
害
関
係
の
一
致
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
え
る
の
で

あ
る
。
第
二
次
選
挙
法
改
革
後
労
働
階
級
は
保
守
党
に
接
近
し
、
保

守
党
も
労
働
者
を
盟
友
と
考
え
、
中
産
階
級
と
貴
族
階
級
の
寡
頭
政

　
　
　
　
　
　
　
⑱

治
に
対
抗
し
て
い
る
。

　
労
働
階
級
が
選
挙
法
の
改
革
を
実
現
せ
ん
と
し
た
こ
と
も
、
保
守

政
党
に
接
近
せ
ん
と
し
た
こ
と
も
、
総
て
労
働
老
の
社
会
、
経
済
上

の
地
位
の
向
上
を
図
ら
ん
と
す
る
手
段
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

政
権
を
獲
得
す
れ
ば
、
過
去
に
お
け
る
社
会
、
経
済
上
の
悪
弊
を
一

掃
し
、
上
流
階
級
の
悪
政
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が
出
来
る
と
考
え

た
の
で
あ
る
。
労
働
階
級
は
そ
の
経
済
上
の
困
窮
は
、
統
治
階
級
の

利
己
的
な
経
済
政
策
に
よ
る
も
の
と
考
え
、
労
働
階
級
は
統
治
階
級

の
も
た
ら
し
た
経
済
恐
慌
に
よ
っ
て
苦
し
み
、
統
治
階
級
の
悪
法
に

よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
、
都
市
や
農
村
に
お
け
る
労
働
者
の
生
活
は
貧
困

　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
極
め
、
子
弟
の
教
育
は
省
み
ら
れ
ず
、
救
済
資
金
を
受
け
る
者
が

　
　
⑳

充
満
し
、
惨
な
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

悪
弊
を
一
掃
し
て
労
働
者
を
救
済
す
る
道
は
、
議
会
の
改
革
に
よ
る
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よ
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他
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record　of　observation；’but　the　result　of　my　investigation　shows　the

very　record　of　observation　was・　already　found　in　the　first　century　B．　C．

and　series　of　resources　also　found　for　two　thousand　years　since．　Many

of　them　can　clarify　the　important　points　of　its　date　and　place’of

observation，　foiTm，　colour　and　condition　of　inovement　or　standstill，　and

they　ate　 Splendid　in　quality　and　large　in　quantity．　This　shows　the

constant　observation　records　of　spicialists　in　the　national　astronomical

observatory．

　　This　article　at　first　treats　what　is　thought　to　be　the　resources　of　the

polar　lights　in　China　and　then，　judging　from　the　viewpoint　of　geophysics，

tries　’to　prove．its　correctness　and　superiority　in　quaiity　and　its　world－

wide　importance　in　comparison　wigh　the　observation　resources　in　Wes－

tern　Europe．

The　Cause　of　the　Second　Reform　Biil　in　England　from

　　　　　　　the　Social　and　Economic　Point　of　View

by

Shikio　Isokawa

　　The　reform　movement　came　to　the　fore　again　from　the　beginning　of

186Q　after　the　rise　and　faU　of　chart圭st　movem6nt．　This　essay　is　to

clarify　the　cause　of　the　second　Reform　Bill　fro1：n　the　economic　and

social　point　of　view　with　reference　to　the　statistics　of　the　prices，　the

wages，　and　the　numbers　of　the　unemployed　from　1860　to　1867，　and．to

reach　to　the　conclusion　that　the　reform　movement　of　the　labouring

class　was　derived　from　the　e¢ollomic　depression　and　the　miserable

condition　of　the　labourer’s　lives．　Th圭s　essay　also　explains　that　the

political　movement　of　the　trade　union　was　the　motive　power　of　the

reform　movement，　alld　the　labourer’s　reform　movement　and　the　coopera．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　び

tion　with　the　ruling　class　was　nothing　but　the　Ineans　to　improve　the

economic　and　social　condition　of　the　labouring　class．　Benjamin　Disrae圭i，

the　sagac玉ous　statesman，　could　succeed　to　pass　the　most　progressive

reform　B圭il　disregarding　the　Tory’s　tradition　by　catching　the　good

opportunity　to　take　hands　w玉th　the　demands　of　the　radicals　of　the

babouring　class　and　the　people・　　　　．．。，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（323）


